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くらしの相談 お気軽に 
山本邦夫市議  ９８２・８８４４  
巌   博市議  ９８２・９６６３  
亀田優子市議  ９８２・１２７７  
中村正公市議  ９８３・８３１２  

トイレなどのし尿は、下水道（洛南浄化

センター）と、汲み取りによる処理に分か

れます。  
汲み取り分を浄化センターで処理 

八幡市など３市３町での汲み取り分は、

城南衛生管理組合のクリーンピア沢（八幡

市）で浄化して、宇治川に放流しています。 
クリーンピア沢の施設が老朽化し、建て

替えに多額の経費がかかること、水洗化に

より、し尿処理量が年々減少していること

などから、来年度以降、汲み取りし尿を希

釈したのち八幡市の下水道を通して洛南浄

化センターに送り、浄化することになりま

した。  
これにともない、八幡市の下水道事業は

城南衛管からの料金収入により増収となり

ます。増収額は確定していませんが、日本

 八幡市は６月議会で、下水道料金の値

下げを検討していると述べました。日本

共産党は１０年前から下水道料金引き

下げを主張してきましたが、これが実現

する見通しとなりました。   
 

 八幡市は、下水道料金の値下げを示す

一方、水道料金の値上げを打ち出しまし

た。水道事業経営懇談会に値上げを諮問

し、値上げ幅などを検討しています。  
八幡市の水道水は、地下水のくみ上げ

と、宇治川などから取水する府営水道に

よる供給がほぼ１対１となっています。

今回の値上げは、府営水道が値上げをし

たことに起因しており、市は来年度から

市民に負担を転嫁しようとしています。 
府営水道との契約水量が多く設定さ

れているため、市で使っていない分、年

間１億３０００万円も余分に支払って

います。日本共産党は高すぎる府営水道

料金の是正を求め、市民負担を軽減する

よう求めています  

 「高齢者複合施設ＹＭＢＴ」

で開設している低所得者向け

住宅の「あんしんサポートハウ

ス」のニーズが多く、待機者が

生まれています。  
６月議会で日本共産党は、２

ヶ所目の「あんしんサポートハ

ウス」の開設を提案。市は、来

年度からの第７期介護計画で

検討したいと答弁しました。  
 

共産党市議団の調査によると年間５０００

万円から１億円の増収になると思われます。 
市は、この増収分を下水道の値下げに充て

ることを検討しています。一歩前進です。  


